
★長野県入試出題内容別・形式別傾向分析（過去4年間）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

漢字を学ぼう ● ● ● ●
熟語を学ぼう ● ● ● ●
語句を学ぼう ●
文脈で語句の意味を考えよう ●
展開をとらえよう ●
心情をとらえよう ● ● ● ●
行動の理由・人物像をとらえよう ● ● ●
文章中の表現を味わおう ● ● ●
話題・情報をとらえよう ● ● ●
指示語・接続語をとらえよう ● ●
文章を解釈しよう ● ●
理由をとらえよう ●
段落構成をとらえよう ●
要旨をとらえよう ● ● ●
古文のかなづかい・古語を学ぼう ● ●
古文の会話・主語をとらえよう ●
古文の展開をとらえよう ● ● ● ●
漢文・漢詩を味わおう ● ●
詩・短歌を味わおう

和歌・俳句を味わおう

文の組み立てを知ろう ●
自立語を学ぼう ● ●
付属語を学ぼう ●
敬語を使いこなそう ●
グラフ・図表を読み取ろう

話し合いをとらえよう ● ● ● ●
伝え方の工夫を学ぼう

課題作文を書こう ● ● ●
★聞き取り問題

大問数 5 5 5 5
小問数 41 40 39 41

記号解答 15 9 11 19

記述式解答（漢字の読み書きも含む） 26 31 28 22

● ●

● ●

■文章記述問題の対策
例年，指定字数の多い記述問題が複数出題されている。本年は，論説文で70～90字，小説で60
～80字の問題が出題され，どちらも本文の内容を踏まえたうえで，与えられた具体例や資料を
用いて内容や心情を説明する，というものであった。過去問や類似問題を多く解くことで，特
徴的な記述問題の出題形式に慣れておく必要がある。

■表現・話し合いに関する問題の対策

文
法

独立した大問として表現問題が毎年出題されている。本年は，中学校の文化祭で行う地域貢献
活動の発表についての話し合いの場面からの出題だった。話し合いの会話文やノート資料な
ど，提示される題材が複数にわたるため，問題に応じて資料の内容を的確にとらえられるよ
う，多様な形式の表現問題に取り組んでおきたい。
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大問1　論説文　太刀川英輔「進化思考　生き残るコンセプトをつくる『変異と適応』」
大問2　表現(話し合い)
大問3　言語事項
大問4　古文　「伊曾保物語」「荘子」
大問5　小説　鈴村ふみ「大銀杏がひらくまで」

表現問題を含めた大問5題の構成。漢字の読みは読解問題の中で出題され，書きは独立した大
問として誤字訂正の形で出題されるという形式が続いている。また，昨年より記号問題の出題
が増え，現代文や古文で，「二つ」や「すべて」選ぶ形式の問題が出された。
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